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	主題名
	すききらいに　とらわれないで
	内容項目
	C 公正，公平，社会正義

	教材名
	やさい村の　子どもたち
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	差別や偏見を乗り越えて公正・公平に人と接したときの心地よさを理解することで，誰とでも分け隔てなく接するようになるため。

	ねらい
	自他の違いや自分の好き嫌いにとらわれないで接しようとする。
【理解，判断力】自他の違いや自分の好き嫌いにとらわれないで，人と接することのよさが分かる。
【心情】差別や偏見を避け，公正・公平に人と接することのよさを感じる。
【実践意欲と態度】自他の違いや自分の好き嫌いにとらわれないで，だれとでも分け隔てなく接しようとする。

	学習指導過程
	・だれとでも仲よくするために大切なことを話し合う。
・「やさい村の　子どもたち」を読み，好き嫌いにとらわれないで接するよさを考える。
　★自他の違いにとらわれないで仲よくすることのよさが分かったか。
・だれとでも仲よくするために大切なことをまとめる。
　★自分も分け隔てなくだれとでも仲よく接しようという気持ちが高まったか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●国語科
・金子みすゞの詩「わたしと小鳥とすずと」などを読み聞かせて，互いの違いやそれぞれがもつよさについて関心をもたせる。
●道徳の授業
・「やさい村の　子どもたち」を読み，公正・公平・社会正義についての理解を深め，自他の違いや好き嫌いにとらわれないで接するよさを考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●学級活動
・違いや好き嫌いにとらわれないで生活するために，気をつけたいことを考えて発表する。
●日常生活
・公正・公平・社会正義の視点をもって，だれとでも分け隔てなく学んだり遊んだりするよう促す。
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